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共和珠算塾 新浜 

 子どもたちの心 
 最近教室にアイデアカードなるものを置きました。様々な種類があります。 
 ともだちカード（ともだちの名前を名札の中に６人書き込む） 
 こわいものカード（こわいもの、にがてなものをなんでも３つ書く） 
 ねがいごとカード（かなえたいねがいごとを３つ書きましょう） 
 先生、こうしてほしいカード（学校の先生、塾の先生におねがいごとを書く） 
 まだまだたくさんあります。どのカードにも絵が書いてあり、ぬりえをして提出します。 
名前は書いても書かなくてもいいことになっています。まだ始めたばかりなので数多く集まっ
ておりませんが、やはり子どもたちは学校生活の中で少なからず何がしかの不満を持っている
ようです。必ずといって書いてあるのが「宿題をなくしてくれ」「おこらないでくれ」、そして
「遊んで」なのです。この「遊んで」は、いつも子どもたちは先生と友だちになりたがってい
ることの現れではないかと思います。毎日が忙しい生活、暇さえあれば休んでいたいと思いま
す。これは先生に限らず、ご父母のみなさんにも言えることではないでしょうか。とにかく忙
しすぎます。 
 そして、ねがいごとカード、これもほとんどの子が成績にについてふれています。「頭がよい
子になりたい」、誰もが思うことです。しかも学年が上の方になると特に現実的になるようです。
とにかく通信簿が気になるようです。低学年になると「友だちと仲良くなりたい」「空を飛びた
い」などと、子供らしさというのでしょうか、ほっとします。 
 ふだんの生活の中でとかく一方通行的になりがちな我々教育にたずさわる者たちはもっとも
っと子どもたちの心に目を向け、そして同様にご父母の皆さんにもそれを知らせるべきだと思
っております。 
 ＊ねがいごと              ＊先生、こうしてほしい 
   ・成績がよくなりたい          ・宿題をなくしてほしい 
   ・計算が速くなりたい          ・おこるのをやめてほしい 
   ・空を飛びたい             ・たまには遊んでほしい 
   ・字がじょうずになりたい        ・テストをなくしてほしい 
   ・ともだちと仲良くなりたい       ・べんきょうをするとき、 
   ・不可能のない優等生になりたい       ちょっとだけおもしろくしてほしい 
   ・うでどけいがほしい 
   ・じぶんの部屋がほしい 
   ・お金がほしい 
 このような言葉にふれるとき、なんともいえない気持ちになってしまうのは私だけでしょう
か。次号でも子どもたちの声をお届けするつもりです。 
 
 ★１０月の予定 
   ９月２８日（土） ４～１０級 検定試験・・・共和珠算塾 
     ２９日（日） ３級以上  検定試験・・・中央商業高校 
               集 合・・朝 ８時１０分 教室前集合 
               持ち物・・ぶんちん・受験票・いつもの道具・交通費 
                    （２００円あれば足ります） 
  １０月 ８日（火） 検定試験合格発表 
     １３日（日） 第１１回 そろばんまつり 
 ＊おたのしみゲームプリントの日 １０月５日・１２日・１９日・２６日です 
  ４部で行います。 
 ＊１０月１２日は６時３０分で授業を終了します。気をつけてください。 


